










んど 最 初 から 最 後 までやっていました。その
後、越境大気汚染問題に取り組み、あまり環境













出向し、以後 5 年間国連大学で世界中に ESD
を普及させるためのプログラムを担当していま
した。そこのなかで国連大学が認定する ESD
の教育拠点、RCE（regional centres of exper-
tise）や、アジアの 大 学 の ESD を 進 めるため
のネットワーク作りなどを行ってきました。
　2007年に金沢大学へ異動し、北陸 3 県での




































































































































センターが 地 域 で 中 核 になるような「地 域
ESD 拠 点」というものを 支 援 することによっ
て、現場の人たちが、日常的に顔の見える範囲


























































SCO associated school project network と言わ
れていました。Associated School Project の頭
文字を取って、ASP と俗に言われたり、ASP
ネットワークやユネスコ ASP ネットワークな



























ットワークが 作 られています。「HESD フォー
ラム (Higher Education for Sustainable Devel-






























































































































































画 を 明 確 にしようというのが MDGs です。私






　MDGs を15 年 間 やってみてどうだったかと
いうと、とても素晴らしい成果が挙げられたと
国連は自画自賛しまし た。貧 困 率 は40パーセ














去 りにしない（leave no one  behind）という










































授与したり、日本の SDGs の実施指針を 8 項目





























































しれないですが、ESD というのは SDGs の17
の全ての目標を達成するために必要なものだと
















































































2 年前の2016年 4 月に文部科学省、環境省のイ
ニシアチブで立ち上がって、いま東京の青山の
国連大学の隣のビルにいます。地方センターは
去年の 7 月から 9 月にやっと立ち上がって、さ










































































　最 後 になりますけれども、この ESD をさら
にみんなでお互いに学びあっていけるようにと
いうことで、ESD 推進ネットワークの全国フ
ォーラムが今度の週末、金曜・土曜（2018年11
45ユネスコスクール支援プロジェクト開始記念講演会
